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2027年３月期第２四半期（中間期）業績予想と実績値との差異

および通期業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、2026年５月 11日に公表いたしました 2027年３月期第２四半期(中間期)（2026年４月１日

～ 2026年９月 30日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。

併せて、2027 年３月期の通期業績予想について、下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。

記

１.2027年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異（2026年４月１日～ 2026

年９月 30 日）

（１）連結

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

中間純利益

1 株当たり

中間純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

38,000
百万円

2,300
百万円

2,300
百万円

1,550
円 銭

37.11

実績値（Ｂ） 39,746 2,497 2,529 1,517 36.32

増減額（Ｂ―Ａ） 1,746 197 229 △32

増減率（％) 4.6 8.6 10.0 △2.1

（ご参考）前中間期実績

（2026 年３月期中間期）
37,664 1,794 1,866 1,182 28.32

（２）個別

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益
1 株当たり

中間純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

34,000
百万円

1,800
百万円

1,800
百万円

1,200
円 銭

28.73

実績値（Ｂ） 36,569 2,341 2,608 1,679 40.19

増減額（Ｂ―Ａ） 2,569 541 808 479

増減率（％) 7.6 30.1 44.9 39.9

（ご参考）前中間期実績

（2026 年３月期中間期）
33,902 1,398 1,668 1,106 26.50
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（３）差異の理由

(個別業績)

売上高は、当中間会計期間に寄与する手持ち工事が多かったことに加え、施工を順調に推進し

たことにより 36,569百万円となりました。

また、利益率が相対的に高い法面工事で大型工事の施工が進み、売上高が増加したことなどから、

売上総利益が増加しました。その結果、営業利益は 2,341百万円、経常利益は 2,608百万円、中間純

利益は 1,679百万円となり、いずれも前回予想を上回りました。

(連結業績）

連結売上高、営業利益及び経常利益は、主として個別業績の上振れを反映し、前回予想を上回り

ました。一方、親会社株主に帰属する中間純利益は、個別業績が前回予想を上回ったものの、連結

子会社等の損益の影響により、前回予想を下回りました。

２.2027年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2026年４月１日～ 2027年３月 31 日）

（１）連結

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

当期純利益

1 株当たり

当期純利益

前回発表予想(A)
百万円

80,500
百万円

5,500
百万円

5,500
百万円

3,700
円 銭

88.58

今回修正予想(B) 85,000 6,000 6,000 4,200 100.53

増減額(B-A) 4,500 500 500 500

増減率(%) 5.6 9.1 9.1 13.5

（ご参考）前期実績

（2026 年３月期）
83,797 5,827 6,035 4,165 99.75

（２）個別

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1 株当たり

当期純利益

前回発表予想(A)
百万円

73,700
百万円

5,000
百万円

5,000
百万円

3,400
円 銭

81.40

今回修正予想(B) 77,000 5,400 5,400 3,800 90.96

増減額(B-A) 3,300 400 400 400

増減率(%) 4.5 8.0 8.0 11.8

（ご参考）前期実績

（2026 年３月期）
75,434 4,886 5,328 3,792 90.81

（３）修正の理由

(個別業績)

売上高は、当期に寄与する手持ち工事の施工が順調に進む見通しであることから、77,000百万円を

見込んでおります。利益面では、利益率が相対的に高い法面工事における大型工事の進捗等を踏まえ

る一方、当期の業績に応じた社員への成果還元や人財育成の費用を想定しております。その結果、営

業利益 5,400百万円、経常利益 5,400百万円、当期純利益 3,800百万円を見込んでおります。

(連結業績）

連結業績につきましては、個別業績の見直しに加え、2026 年 10月に公表した地研テクノ株式会社

の完全子会社化による第４四半期からの連結影響を織り込んでおります。地研テクノ株式会社の完全



子会社化については、以下の開示をご覧ください。

2026 年 10月 7日付「地研テクノ株式会社の株式取得（完全子会社化）に関するお知らせ」

※上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以  上


